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～はぐくみコース～  ＜はぐくみ賞 ３団体＞ 

■ 外国人女性の会 パルヨン（京都）／１０万円 

「外国人女性のための子育てなどに関する相談窓口のピアカウンセラー育成講座」 

団
体
概
要 

国際交流の視点からの日本文化の紹介などはあるが、定住者向けの行政サービ

スや生活支援情報などは少ない。そこで、京都地域で暮らす外国人女性の日常生

活を支援し、住みやすい社会をつくるため、2007年に設立した団体。 

主な活動は、外国人女性のための何でもしゃべれる会「プフー」の開催、外国

人のためのわかりやすい生活ガイドブック作成（日本語・英語・中国語）、さらに

防災対策講座・日本マナー講座・やさしい日本語講座などを開催。 

事
業
概
要 

「ブフー」の開催の中で、子育てに関する一対一のピアカウンセリングの必要

が出てきた。 

本事業では、専門家による研修などを通したピアカウンセラーを 10名養成する

事業。2019年 1月より多言語での相談窓口を月に２～３回の開催をめざしている。 

講 
 
 

評 

当団体の事業は、外国人人口の増加がさらに想定される中必要とされる事業で

あり、審査委員会では、「社会性」や「実現性」について高く評価した。 

本アワードの助成による事業が成功すれば、全国での同様な事業の展開も展望

され、さらなるピアカウンセラーの育成による安心社会の広がりを期待したい。 

 

■ スマイルプレス(for every child ＆ parent)（京都）／１０万円 

「次世代のための優しい社会づくり」 

～子どもの声が喜ばれる地域となるための、多世代に向けた包括的なプログラム～ 

団
体
概
要 

安心できる子育て経験者や子育ての仲間がいたら、どれだけ安心だったろうと

いう思いから、地域ぐるみで子育てをしたいと願う仲間と 2007年に設立した団体。 

主な活動は、親子サロンや親子ひろば、絵本カフェや料理教室などのイベント、

児童虐待未然予防に高い効果のある親支援プログラムなどを実施。 

事
業
概
要 

前向き子育てプログラムを合理的で理にかなった子育てスタイルとして提供す

ることで、親自身も子育てが楽になり穏やかな家庭・社会の構築に効果が持てる。 

本事業では、そのような効果や孤立した子育ての解消を目的に、親子サロンや

ひろば（年間 150組）、前向き子育てプログラム（年間 75組）の参加をめざす。 

講 
 
 

評 

当団体の事業は、子育てについて包括・多角的で地域づくりにも貢献している

事業であり、審査委員会では「社会性」や「実現性」について高く評価した。 

本アワードの助成を契機に、さらにステップアップして、子どもの自尊感情の

育みによる思いやりを持った人格形成、夫婦協力し合った子育てによる少子化対

策への効果、多世代交流の推進など、さらなる活動の発展を期待したい 
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■ みんなで減災し隊（兵庫）／１０万円 

「みんなで減災し隊!２０１８事業」 

団
体
概
要 

直下に断層があることを知り、また豪雨災害に対することも含めて、災害への

備えが必要と感じ、災害時でも子どもたちが安心して過ごせるよう、防災士３名

と友人で災害を学ぶグループを 2016年に結成。 

主に、子どもたちを災害から守るため、楽しみながら災害への備えを学べるよ

う、防災・減災の体験・学習を行っている。 

事
業
概
要 

災害時という特殊な環境に置かれても、子どもたちが安心して過ごせるよう、

より楽しく学ぶため、より日常から役立つという視点で事業を計画した。 

本事業では、毎回テーマを決め、「身近な災害を学ぼう」「非常持ち出し講座」「災

害時の口腔ケア講座」などの学習会、子ども連れでの避難の大変さを体験する「親

子防災ピクニック」、さらに阪神淡路大震災の被害やその後の避難などの過去の教

訓を知るため「北淡震災記念公園研修」を実施する。 

講 
 
 

評 

当団体の事業は、学習会内容が具体的で分かりやすく、参加型・体験型で気軽

に参加できる内容。審査委員会では、「社会性」や「実現性」「効果と発展性」「資

金計画の妥当性」について高い評価を行った。 

本アワードの助成を契機に、防災・減災の学習をさらに深めあい、子どもたち

を守ることはもちろん、地域全体の防災意識や防止力のアップにつながっていく

ことを大いに期待したい。 

 


